
二十川年記念論文集に就いて
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週く､･るl桐I127佃こl--l｣_`/二鮒′函柚･化粧宜所巨周年.正念

.論文渠といふのが=てゐる､.従/)て木こi7年には∴∴巨周

年ぶ念片が要となり木=けテにi仙る川什である,､人肌は名

誉ム1と呼はかると最早扶の後ほ幾.汁もなし､ものである

が,私ほイにして命ほ続いて-一斗几唯∵l]の如く7ソと

いふ川に過ぎ上ってしま/,た-､さ.巨ど什小二の虹向Lたせ

ゐもあり,封′川ヒの′L速なる進恨に伍すべくもないから

.郡モの.論文は概ね完解ほ州来滴るJ)けである-･世態は常

に隆件のあるもので手合鹿本年は経済車情は必すLも盛

状にあらずとて,_二上関年記念Ⅵ行■いこも似打てささやか

に所刊で一作かに川上ノ才t,20一年回顧の小潮丹折.講をしたの

であった∴ 二だから片の詳は車済ムで将来の.品はわからな

いとなり,り三は 一､j･困るのであ一)た 然し付J分′l二_き城/)

て厄介にもなって居るか〔-)帆-し'′1い､車と′′:王ノ〕た_1

顧ムると11､■./二ほ約左上二→三牛の惟史で､j〔のうち綬

数の∴巨余年で■ll央研ノ先所の進展を見た小二に7-〔ってゐ

る､亦扶のうち初めの十年位は小戦の右投で,柑l川-の

佑H■主つきと政戦のり･辻札とであったて潮く八の後の十年位

が､l_′二ち両町再出発展悌といふ･いこに′て=ト)てji-~;･る-㌧扶の後ザ

ト牛位のl伸玖論渠といふ･汗に)ふ〔ってJニ〕る然し此の最近

のj~ごミ･勺1附~)口本全体の役興は世非の鷺典だといほ′ナしる捏

一ニー､速進展の‥lで,誠に結構な話である

故に其の日本視興の-･而を担って尉る研究所の､二′二派な

成果烏のであらうと推察する次第である-､私ほ′卜き城F)

衰Lの身ながら厄介になって帰るが,二十年もすると人

!1i二も相当の変遷があって大部分の人々ほ人か ほ/,て肘

る次第である.-､然し共の人数や組織等ほ膨脹したものか

なと謄き見入って居る.､.初め頃ほ部とか諜とかほ共の

務が察知出来る個別の名称があった-､此の頃は番ぺ別で

然もそれが多数に及び,到虹覚え切れない状態である1

そんな様に複雑多l岐に捗る.肝賢の仝.言論文は､共のう三部を

徹底 窮は出来ないカ＼l唯々共の隆盛なる模様を眺めて

悦んでJ舌るに過ぎない｢†口Jとして虹岬戦系の什車は緩か

ら見ると非常に低能ヰで,政戦の為めもあるが尤づ無益

の労-.'11:が大J■那分であった.｢さういふ無益徒労が転朝した

ものだから,今日のlりくが世界の巌尖端に進目するのは

`美は†口Jも聡くに及ばない笥である111本l耳艮ほ大休そん

なl_耳艮であると確信さかて居てトl~玉1艮的欠l;石'lたるJ三通十:▼

棒がJ亡り■ないとか,川体協同カミトfであるとかいふrll二は

乍11本人が深くl′け√せねはならない性情である･1-1二は1′-･へ

1〔い叶美であるけjしど､･力其け優秀性の=吏沈勇失一,

て=J王ら左し､と一世､ム､-,

研究の発夫といふ■11二を始めて約∴-一トカミ年, 一仲け-'デ:

帆としノて英の根檀にほ上記の各員の守雄_1二の検討及び

陶拾の訓練と=存‡の蕗城とである.外の子｣二r拝は史もナ｢j本

刊行の如きほ抹消鹿瀬してはなら■ない様に悠し-た次現で

ある､.k統学風の維持を失っては拙いだらうとノ悲はこ才l

た-.凡そ学術研究の面でく･よ徒らに俗1L川1上の降終に=川己せ

仁)′-it,l【l二の･舶こ見ら右る如き･景kの川幅作川をしては

たらない.坪棚引′1川十といふのは同調｢l勺にl-esOllate でも

ノ)て振幅を拡人する車である､.汗の辞では jlj｢芋1呵世

といほわてんヰた:汗からさういふ流依の学帆はある車は

あった.′､芦紬叶先′こ`(‡の両の人々ほ脚帖nり‖でノ~〔く～や〔ア)進

仙1加こ川j七Jleadillgl〕hascの心付巨＼を以て,llしのfi三き遇

㌣ト制圧l ～′ク:く∴〆､タイ伽~一僻来丁子｣1こユ;と′石渡のlニー1'【盲射緑∫J;

ろ.了も;】t_しHlしl;lし亡~｢イン,川けノN()is(､suPl)作トトi川1に個ハ



可きなのである､人｢用ほ上げ波の波高を増幅する な什

事を好むrl卜げ彼のAttenuationや.Noise suppres-

Si()11の如き役割りを好むものほ紗い...私は人牛の末技に

到達せるノ巨き残りだから色々の人牛経路のノブ々を見て来

たl一一番多いのはP性Amplifier的に働いて然もその

永続を堺入る人々である.｢不幸にして人牛ほ交易とか変

易とかいって必然的に陰l場交替する公理があるものだか

ら,さうほならなし㌧ N性suppressorに働くとも悲鋭

に及ばないので立派な平安境がある串ほ確填である.｢私

は永い年‖屡々奥‥1をウロック事が多く,山の禿げた貌

とか色々の様イ､l_トを挑めたのであった.′-､奥深い山肌に植林

する,或は伐採する色々の什事にも接した.1何とLても

全山整然と帖林さかそれが亦スクスクと伸び行く貌は甚

だ頼もしく~亦愉快なものである.｢勿.論潜水に大閲係があ

るカ＼t__Llノ己の‥l今が伴禿げてしまって,只卜流の河の堤

l;小このÅ-.■】'～心してゐるのが.甚だ多い｢治Ilt治水を国家の

艮遠汁両とL-,少しく広い範囲にl眼を注ぎ_1_一三しく行は.子1

る車ほ国家とLで大変大切である｢会社ほ一｣`小畑抑ナ

ではあるが,火の関係は同じである1ところが治水とい

ふ当面の要務もあるのでそかに相当する 按に払は転山

したのであった-､そかで植林車業に梢紬が遠くなり,‖

化かに遠くよf川北めて悦んで居る状態に店一る次第であ

る､.電/一顧微鉱 ブラウン管,トランジスター′半ほ当桝

`柁所の帖ゑl仰十が繁戊したものであると存する-.その繁

,㌢l｣一三した肋rり宇は概ね什堅卜にあったので此に己往の車

例である一 此か等の尤例ほ研究業と′ト厘 との連繋に就

いて治しjl治水の地異と頗る似欄/つたものだらうと一偲ふ

将来に㈹して私共老人では【巨Lい易斬は最!戸一う珊であっ

て,恐らくほ兄､11.Ⅳ)になるであらう廟よ==町非への

旅路.の∴の坤とノ王るだらうと存ずる､帖腋〟向の描′Jミ

は私には川来ないがノ(なる謬r)はないだらうといへる1jう二

は､そのあるきノノであi),その心掛けの据ゑノ∫であると

は､ふ∴そ車′榊〕f川二ほ榔川,茂原,横浜等で現在行はか

て居て,北の小心に居る人里r美戦戦牒の出:〔なノノであ

り,爺一はくはJ‡の あるきノテl心の掘ゑノJiほk統学帆

±して能く′~とを糾■封で徹さ′～-たし､ものである.人･拝の交

流が柚､∫-1律エJl,⊥-･又は1二場より併発所へ,或は桝鮎野よ

リt二場へと屡々捌kミヰ〕あ/)た しかし.とをどぐぬく基本組

合にけろ十王ノl二か/′,/~二(ハて｡~く7,ノ,′′ノニ

1兄仙に｣′~｣二掛川ユ肘掛′二〔1シ･l｢liた･とかし､=｣しろ..尤ヒ

波との欠陥茂の研究団体が出来て居るIi_1に/貪る
ご

･

｢1 ヽ

のトj`】休も長の一端を担はねは凍るまい㌧(姑恐らくほ企屁

とか化学とかいった材料方面での将来が大切なのだらう

とノ忍ふ-､例へばダイヤモンドの人造などほ其の一.部は実

現して居るとかいはれて居るが､必ずしも其の追跡にも

及ぶまいけわど,特殊触媒の研究の如きほ11本独I二1の発

見らしいので,醐林の樹質の選択が1仁しく地質に合致し

たものだらうかと眺めて店る.-､金属とか化学とか甘分誹

さJlて居た部L而ほ,日甘研究所にも相当人が閃かわて居

るので,′自:Lく連繋協_ノJし綜合的進展に努めらかたいと

一念願する.へ.

.論文刃雄勘~上∴十余描ほそんな風の観点に概ね射って㍍

るのだらう任しか老人にほわからない.､何分学術の前面

前向きの.さ-1なので,残念ながら批判検討に閻ケする事は

H来ない･･1t今大きい問題に直面して居るものに電子計

算機といふのがある...恰も 子顕微鏡の拾数年前の要領

であるか仁〕,トナとかその前例に習ってスクスク伸展さ′～1

たいものと願って居る.:極低温域の物性,磁気･芋の探究

諷は必ず進展する筈二だらうと思ほ来るので,夫々御油断

もあるまし1十わど屁古瀬かないでやって卜さい｢払は後

向きの仕■ll二に転向したので=今所謂衆′仁済度とい/つた要

領の西洋.~語で落硬捨ひ業に丑よして居るので,どうも前

向きの車は一､川券手が追って到比諸君の役にi三つ様な御

.i■干しが‖来兼る次第である､然L終戦まで約半世紀弱点

が‖｢･Jきで居たから当論文渠の如きに仝然 味が宣し､ので

もない
-L=]一万に居た時に･1仁L′く人を集めて,能く之

を養ふ といふ方針を庸一ンニし,/トやその終某の段榔こ通

した･~1研究所の如きに対し碓牒Ⅰ不軌のノ封楚組含でなく

てほなじJないと思/〕て居る1要するに/㌢史イfに往ごナ､/上二

に往H~といふ帆の個々指l瑚ほ=米ないけ′寸しど,-1tl二硲一般

u)離宮購入と無安のAmplifierとはil三Lし､人′l:_行路で

ほない,所剖毀誉衰綻とか 一時の省骨■とか栄枯とかは夢

手刷こ′こ呈しいものである 少くとも数一回二を単位とする奥

州の附こ木の如き業務を1上しい人′巨の子r路と心得‖｣`きであ

るといふ,モモかいとわど`英傑体験をお伝へする次第である

そ一ゎに就いても折角病先にかからない九 惟我など仲少

て意
一

-の
-′l二.を陣に振る等ない様代々も注意して.仝.Li

車職藩量き様心懸け卜さい ツーJリ身心八に腱仝に構

へて~卜 こい
(1刑㌣射しl■.)




